
 

 

 
プログラミングで動かそう 

～画像認識のプログラミングをしよう～ 

◆ 本時の課題をつかむ 
・児童のAIのイメージを確認する。 

・画像認識のアプリを体験させる。 

・課題を提示する。 

  「コンピュータに画像を読み取らせ、画像認識等のAI

について考えよう。」 

第６学年 小樽市立手宮中央小学校 

授業の様子・留意点 

◆ 画像認識の技能の習得 
・スクラッチの画像認識プログラムを用いて、数字を認 

識させ、画像認識の練習を行う。 

・好きなものをカメラに取り込む作業を行う。 

・画像データを何度も読み取らせることで、画像認識の 

精度を高める。 

・画像認識の結果を交流する。 

◆ 画像認識をする AIの生活への活用を考える 
・AIの生活への活用について考える発問をする。 

「画像を何度も取り込んで、正確に認識できるようになれば、

日常生活や仕事でどんなことにつかえるだろう？」 

・ワークシートに考えを記入し、交流する。 

・AIを活用している実例を動画で確認する。 

・自分たちの学校では、どのような活用ができるか考える。 

・ワークシートに考えを記入し、交流する。 

 

◆ まとめと振り返り 
・画像認識をはじめとするAIのシステムが、今後もあらゆると 

ころで活用されていくことを理解させる。 
・本時の振り返り（ワークシート） 

日常生活の経験を結び付けやすい、画像認識するAIを題材として、Scratchを用いて学習しま

す。画像認識をするためには、数多くの画像をコンピュータに読み取らせる必要があります。こ

の学習は、Ｃ分類の位置付けで、数字や簡単な画像をコンピュータに読み取らせることで、コン

ピュータが画像を認識できるようになっていくAIの仕組みを学ぶことを目的とし、プログラミ

ングの楽しさや面白さを体験することができます。 
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・単純な数字認識をさせることで

画像を認識する技能を身に付け

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・画像の取り込みが少なく、うま

く認識しない場合の事例を見せ

ることで、多く画像を取り込む

意識をもたせる。 

 

・AIを活用している実例を動画で

見せることで、プログラミング

により、仕事を効率化できるこ

とを知るとともに、そのために

は膨大なデータが必要だという

ことを理解させる。 

 

各教科等とは別に実施 

（Ｃ分類） 


